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〈佐世保編〉

７．開港広場

１．横浜発祥の地

　「神奈川県庁」前の「日本大通り」を

はさんで向かい側に、緑に囲まれた

「横浜開港資料館」があります。この

資料館の角を「山下公園」の方に曲が

り、正面入り口を通り過ぎると広い

空間が拡がります。「開港広場」です

（写真１）。

　この場所は「日本大通り地区」と

「山下公園周辺地区」、そして「大桟

橋」を結ぶ要となる位置にあります。

歴史的にも「日米和親条約」締結の地

として、開港の発端となったいわば

横浜発祥の地でもあります。そして

「港町横浜」の表玄関として様々な人

や文化、情報が行き来した場所であ

り、現在の「開港広場」は「大さん橋」

に着いたクルーズ船の乗客が最初に

出会う横浜の街です。

　広場の周りには、「横浜開港資料

館」（写真２）をはじめ、１９３３（昭和

８）年建築の「横浜海岸教会」（設計

は雪野元吉）（写真３）、１９２９（昭和

４）年建築の「横浜貿易会館」（設計は

大倉土木）と１９３０（昭和５）年建築の

「エキスプレスビル」（設計は川崎鉄

三）（写真４）や、１９５９（昭和３４）年に

横浜開港１００周年を記念して「英一

番館」跡にオープンした「シルクセン

ター国際貿易観光会館」（設計は坂倉

建築研究所）、それに「横浜第二港湾

合同庁舎」の建物で囲まれています

（写真５）。　

　御影石貼りの広場の中央には小さ

な噴水と池があり、ここを中心に

横浜の姉妹都市・友好都市の市章プ

レートが埋め込まれています（写真
６）。それぞれのプレートの位置は、

噴水の位置を横浜として、各都市の

横浜からの方角と相対的な距離を表

現しています。

　そして池の近くに小さなガラスカ

バー（写真７）がありますが、その

写真 1　開港広場

写真 2　横浜開港資料館

写真 3　横浜海岸教会

写真 4　横浜貿易会館とエキスプレスビル

写真 5　横浜第二港湾合同庁舎（左）と

シルクセンター
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下には工事中に発見された明治時代

のレンガ造りの下水道マンホールが

保存されています。

　円形状に配置された１２個のステン

レス鏡面仕上げのモニュメントは周

りの風景を映します。

　また「日米和親条約締結の地」の碑

（写真８）が、この広場が出来るまで

は道路の緑地帯に置かれていて気が

付きにくかったのですが、広場の中

央に設置されています。

２．開港資料館の開設

　現在の広場が出来る前のこの場

所は、昭和４０年代当初に整備され

た複雑なかたちの交差点でした（写
真９）。車道が卍型に交差するため、

交通処理をするための緑地帯によっ

て道路は仕切られ、車の交通処理上

は問題ありませんでしたが、歩行者

にとっては分かり難い遠回りをさせ

られる交差点でした。

　「都心プロムナード」の「関内ルー

ト」「桜木町ルート」から「山下公園」

や「大さん橋」へ向かう分岐点である

とともに、横浜開港の地という歴史

的に重要な場所でありながら、全体

が車の交通処理をするための交差点

として使用されている道路でした。

　そして１９８１（昭和５６）年、この交

差点に面する旧「英国領事館」に新た

な建物が増築されて、「横浜開港資料

館」がオープンしました（写真１０）。
　旧「英国領事館」（設計は英国国務

省）の建物は１９３１（昭和６）年に建て

られ、１８世紀ジョージ朝期の都市

住宅を彷彿させる建物とされていま

す。しかし１９７２（昭和４７）年にイギ

リス領事館としての業務は閉鎖され

ていました。１９７９（昭和５４）年に横

浜市が買い取り、改装するとともに

「海岸通り」側に「新館」（設計は浦辺

建築事務所）を建設し「横浜開港資料

館」としたものです。

　旧領事館の玄関前ロータリーに

あった「玉楠木」は、安政元年にこの

木の元で「日米和親条約」が締結され

たとされ、戦災では根が焼け残って

再び成長していたものですが、この

木を保存し、それを中庭として囲ん

だかたちで旧領事館と新館は配置さ

れています（写真１１）。
　「開港資料館」の完成後、交差点の

緑地帯に建ち並ぶ大きな樹木によっ

て旧領事館の歴史的建造物が良く見

えず、何とか見えるようにならない

かという声が資料館から上がりまし

た（写真１０）。
　それがきっかけとなってこの交差

点を再構成し、歩行者にとって分か

り易く、同時に開港の地に相応しい

シンボル的な空間にする計画案がつ

くられました。

３．開港広場の誕生
　

　その計画は、車道を卍型の単純な

十字路交差点にし、横断歩道をスク

ランブル型とすることで、歩行者に

とって分かり易くスムーズな動線を

確保するとともに、歩行者のための

広場空間を生み出す案でした。道路

管理者や交通管理者と現地での交通

処理の実験などを行ってようやく事

業化が可能となり、新しく作られた

「広場公園事業」という制度を活用

し、それまでの公園とは違う市街地

の中の広場として１９８２（昭和５７）年

に誕生しました（写真１２）。
　広場の設計に当たっては、「大さん

橋」から「大さん橋通り」を経て、そ

の視線上の正面にある「横浜海岸教

写真 6　噴水と市章プレート

写真 7　明治時代の下水道マンホールを保存

写真 8　「日米和親条約締結の地」の碑

写真 9　開港広場整備前の状況 写真 11　旧英国領事館の「玉楠木」

写真 10　広場が出来る前の資料館
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会」の尖塔を結ぶ軸線上に、噴水と

池や「日米和親条約締結の地」の碑を

配置しました（写真１３）。また、この

軸線を空間として明確にするかたち

で、２列の高木の並木を設けていま

す。

　そして、この「開港広場」の工事と

ほぼ同時期に「大さん橋通り」のプロ

ムナード化の整備事業も始まりまし

た。そこで広場と連続する一体的な

空間として、同じ御影石の舗装や照

明器具を採用しています。「大さん橋

プロムナード」の入り口には臨港鉄

道の橋梁が横断していますが、これ

をコルテン鋼で包んで化粧し、大桟

橋へのゲートとして変身させていま

す（写真１４）。
　一方、「開港広場」と「横浜海岸教

会」の間には民有地があり、駐車場

として利用されていました（写真
１５）。大桟橋プロムナードからのア

イストップであり広場のランドマー

クに位置付けたい教会と、広場との

間に新たに建物が建ってしまうこと

は避けたいことでした。そのために

この民有地に建築計画が持ち上がっ

た際に、様々な経緯を辿ってこの土

地の買収が決定され、１９８４（昭和

５９）年に広場の拡張用地とすること

ができました。そして１９９１（平成３）

年に拡張整備が行われ、広場全体が

完成して現在の姿になっています

（写真１６）。

　「開港広場」から「横浜港大さん橋

国際客船ターミナル」と書かれた

ゲートをくぐり、「大さん橋プロム

ナード」を行くと正面に「大さん橋

国際客船ターミナル」があります。

　現在のターミナルは２００２（平成

１４）年に完成しています。１９９５（平

成７）年に国際デザインコンペで設

計を募集し、世界４１か国、６６０点

の中から選ばれた案を、関係者が

大変な苦労をして実現させた建物

です。全体の印象は建築物という

より、海に突き出たなだらかな丘

のようです（写真ａ）。

　正面にはウッドデッキで作られ

た二つのスロープが、それぞれ２

階正面玄関と屋上へと導きます。

２階の出入国ロビーとＣＩＱプラザ

は柱のない大空間になっており、

屋上はウッドデッキや天然芝で覆

われた緩やかな斜面と階段で構成

された送迎デッキと広場になって

います（写真ｂ）。屋上には自由に

上ることが出来、横浜港の３６０度

の景観が楽しめます（写真ｃ）。

大さん橋

コラム

　当初の大桟橋は１８９４（明治２７）

年に完成した鉄桟橋でした。基礎

には輸入した螺旋杭を使用してい

ました。

　関東大震災では崩壊しましたが、

復旧後は内外の船が多く利用する

ようになり、「大さん橋」は黄金期を

迎えます。太平洋戦争後に接収さ

れ１９５２（昭和２７）年に解除されま

した。１９６４（昭和３９）年の東京オ

写真 b　写真 a　

写真 12　整備された開港広場

写真 13　軸線上の教会と噴水、記念碑

写真 14　大さん橋プロムナードの入り口

写真 15　教会との間にあった駐車場

写真 16　拡張した広場
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４．周辺の建築物の色彩調整

　地域の景観を考える時、外壁の色

彩が果たす役割は大切な要素の一つ

です。材料を統一的に指定すること

は費用の問題もあるので難しい面が

ありますが、色彩であれば材料の如

何にかかわらずルール化し易い要素

です。「関内地区」はレンガ色を基調

にした「茶系色」をベースカラーとす

ることとして、全体として落ち着い

た感じの街並みになるように、それ

ぞれの建物の協力を得られるよう話

し合いをしています。

　そしてここは「開港広場」というま

とまった空間としての演出をするた

め、外壁の修復などの機会もとらえ

て色彩による景観の形成を図ってき

ました。

　広場側から見て「横浜海岸教会」の

背景となる隣地に、新しくオフィス

ビルが建設されましたが、外壁のタ

イルを地域のベースカラーである茶

系色にする協力をしてくれました。

また時を同じくして、外壁の経年変

化で目立たなかった「横浜海岸教会」

（写真１７）の塗り替えが行われること

になり、こちらはランドマークとし

ての存在感を強調するため、アクセ

ントカラーとして純白色にしてもら

いました。

　その後、純白色であった「港湾合

同庁舎」の外壁補修工事が行われま

したが、こちらは茶系色に変更して

もらうことが出来ました。全国的に

港湾合同庁舎は白色と決まっている

由でしたが、広場全体の空間と色彩

のコンセプトを理解してもらい、街

並みの形成に協力をしてくれました。

　そして「シルクセンター」（写真１８）
はコンクリートの打ち放し仕上げで

したが、外壁保護のために塗装をか
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にしわき・としお
　早稲田大学・同大学院建築学科で学んだ後、
大高建築設計事務所、武建築計画研究所で多
摩ＮＴ計画、港北ＮＴ計画、再開発計画、観光
開発計画、建築設計などに携わった。
　３６歳の時（１９７６年）、横浜市役所にアーバ
ンデザイン担当主査として招聘される。都市
デザイン室長、都市企画部長、都心部整備部
長などを歴任し、「関内地区」「山手地区」「横
浜駅周辺地区」「みなとみらい２１地区」「金沢
シーサイドタウン地区」「港北ニュータウン
地区」「市民まちづくり」「歴史を生かしたま
ちづくり」「水と緑のまちづくり」「ライトアッ
プなど都市空間演出」「デザイン都市横浜に
向けた活動」等々、２２年半に亘り横浜市の街
づくりに携わり、都市デザインの具体的な実
践活動を展開した。
　５９歳の時（１９９９年）、佐世保市役所に佐世
保市理事（都市デザイン担当）として招聘さ
れ、７年間、海と緑に抱かれた心優しい街の
都市デザインに取り組む。
　首都圏と地方との二つの自治体、コンサル
タント、事業者など、異なる立場から都市や
建築に関わり、都市デザインを実践してきた。
様々な公的委員や大学非常勤講師を歴任。講
演、論文、著書、活動成果に対する受賞など
がある。

リンピックに合わせて大改修が行

われて２階建ての国際船客ターミ

ナル上屋が完成し、長いこと「メリ

ケン波止場」とも呼ばれていまし

た。

　１９８９（平成元）年から行われた大

改修によって構造が桟橋から岸壁

になりました。その際、明治時代

の螺旋杭がそのままの姿で発掘さ

れています。

　最近ではクルーズ船も増え、港

が賑わう機会も増えましたが（写真
ｄ）、一方で超大型化の傾向も著し

く、建設当時に最大だった「クイー

ンエリザベス２」を基準に造られた

「ベイブリッジ」の下をくぐれず、

大さん橋に来ることが出来ない船

も出てきているのは残念です。

けることになり、関係者が協議して

打ち放しの表情を生かしながらもや

や金属色を含んだ色彩とすることに

しました。しかし、工事が終了し養

生シートが外れるとギラギラの金属

色の姿が現れました。色むらを無く

すため厚く塗装をかけた結果だとい

うことが分かりましたが、直しよう

がなくそのままになりました。しか

しそれも、時とともに徐々に落ち着

いた感じに変化をしました。

写真 c　 写真 d　

写真 17　塗り替えられる前の教会

写真 18　現在のシルクセンター


